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的魅力がたんのうされ,またそこで調査研究のできた

隊員の方々をたいへんに羨しく思う｡それに,短時冊

にしてはかなりの量のデータを1三め,その努力を多と

する｡

しかしながら,まことに残念に思うのは,調査_のigJ

冊が短いことと,仕り坂の那合で質料の分析に相聞が十
分にかけられなかったことではな か ろ うか,たとえ

ば,一例をあげると,チックゴン地方の丘陵人が竹文

化を持っているという客観的な]iI実にはまったく異議

をさしはさむ余地はないけれども,竹の持 つ特 質 が

モ丘陵人のパ-ソナリティーをきわめて象徴的に示唆

するものと思われるミという記述になると,いささか

無IILliがあるのではないかと思われる｡筆者は竹と丘陵

人の持つパ-ソナリティ-の比陰として伐ったのだと

は思うけれども,Fl然とパ-ソナリティ-をむすぴつ

けるのには,労働過程のようないくつかの中間項が必

要なのではなかろうか｡

また,この種の調査用普書には調査隊の踏査の全休

を示す地図と,簡単な隊の日誌があれば,読者にとっ

てたいへんに便利である｡

以上,若干の問題はあるにせよ,この報告書はチッ

クゴン丘陵地帯研究のわが同におけるパイオニア ･ワ

-クであり,貴重な文献であるOそれゆえ,この捜告

書をもとに,両アジアと東南アジアをむすぶ学閏的に

重要なこの地域の喜朋査研究がさらに発展することを心

から望むのである｡ (飯畠 茂)
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タイ語について省かれた書物は,タイ同にて行なわ

れて来た伝統的な文法や純粋に実用的な目的のみのた

めに告 かれたものとは別に,現作の記述言語 学の宜 場

から告かれたものとなると,ほとんど皆無と言ってよ

い程である｡

木苦はその様な数すくない告物のひとつである｡と

云うよりも,一定の方法をもって,タイ語と言う一つ

の言語の構造全休を記述しようとする手招勿としては,

唯一-･のものではなかろうか? この点においても,木

告はアメリカにおけるタイ語研究の現在の水準を示す

ものと言ってよいであろう｡本書であっかわれている

言語はバンコックを中心として話されている標準タイ

第 3巻 第 2号

語であり,著苦が合計7人のイ'/フォーマントを伐っ

てアメリカ及びタイ国で四年間をついやしてまとめあ

げたものであって,それだけに詳細を極めたものであ

る｡本省の構成は,まず Introduction, 次いで Ph-

onology,MorphologyalldSyntax,最後に Lexe一

meClassesを論じ,この LexemeClassesが Free

LexemeClassesと BoundLexemeClasses とに

大分される.これ等全体を通じて一定の方法論でもっ

てつらぬかれている｡

Phonol(つgyでは,PhonemeSを大別してSyllabic

Phonemesと Pros()dicPhonemesとする｡前晋に

は CoIISOnantS,Vowels及び Tonesがあり,後者

には Stress,Rythm,htonatio11が含まれる｡表

記法は Haas式の音素表記が用いられ て い るが,

Stress,Rythm,Ⅰntonation を考りょに入 れ た点

で,本書の方が Haas よりも,より進歩していると

言ってよいであろうo また従来タイ語 に は五 つ の

Tonesが認められて来たに対し, 本書で は六 つ の

Tonesを認めている｡ すなわち, これまでの(1)中平

哩,(2)低平型,(3)下降型,(4)上昇型に対し,(1)Plain

High, (2)ConstrictedHigh, (3)Mid, (4)Low,

(5)Falling, (6)Rising を設定する｡ しかし,この

Highに PlainI-Iigh と ConstrictedHigh との二

つを認めることには疑;Elljを感ずるoPlainHighTone

を持つとされている Morphem(∋Sを見ると,/°han

(plainHigh)<一人称代rI詞>,/khaw/(PlZIinHi-

gh)<三人称代名詞>,/maj/(PlainHigh)<疑潤を

表わす morpheme> などのある特別なものに かき

られており,数的にも少ないことがわかる｡したがっ

て, わざわざ Tone を一つ多く設定するよ りも,

prosodicPhonemeと言う観点から処理する方が,

より賢明だと考えられるo

MorphologyandSyntaxにおいては, Prosodic

Morphemes,Morphemesを論じ,ついで Lexemes

の構成,SyntacticConstruction について例をあげ

て説明して行くO最後に LexemeClassesをあつか

っている｡上にあげた色々な点について,今ここで検

討している余裕はないけれども,この様な現代記述言

語学の方法によるタイ語の文法が現れたことは,タイ

語研究にとってよろこぶべきことである｡本吉で用い

られている様な方法論に賛成するか否かは別にして,

一度は精読すべき苦である｡ (桂 満市郎)
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